
書
の
時
代
性
説
の
諸
相

は
じ
め
に

明
米
の
帯
一
一
間
両
家
，
(
…
五
五
五
i
一
工
ハ
)
に
は
‘

の
時
代
ご
と
の
特
性
を
簡
潔
に
指
摘
し
た
以
下
の
一
言
、
が
あ
る
。

①
普
人
世
帯
取
韻
、
購
入
書
取
法
、
宋
人
世
一
関
取
意
。
或
日
、
「
意
不

勝
子
法
乎
」
。
一
小
然
。
宋
人
自
以
其
意
為
盟
問
耳
、
非
能
尚
吉
人

之
意
也
。
然
越
子
四
印
刻
矯
宋
之
弊
。
雌
己
意
亦
不
用
失
。
此
必

宋
入
所
前
。
議
為
法
所
縛
也
。
(
中
略
)
辛
亥
中
秋
、
蕃
一
其
臼
問
。

〔
普
人
の
警
は
韻
を
取
り
、
清
人
の
書
は
法
を
取
り
、
宋
人
の

警
は
意
を
取
る
。
或
ひ
と
日
く
、
「
意
は
法
に
勝
ら
ざ
る
か
」
と
っ

然
ら
ず
。
宋
人
自
ら
其
の
意
を
以
て
審
を
為
す
の
み
に
し
て
、

能
く
お
人
の
意
に
尚
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
然
る
に
越
子
昂

(
越
↓
高
額
)
則
ち
宋
の
弊
を
矯
む
。
己
の
意
と
躍
も
亦
た
用
い
ず
。

此
れ
必
ず
宋
人
の
一
部
る
所
な
り
。
の
縛
る
所
と
為
る
な

りの〕

尾

j
 

i
 

g
g
g
gノ

明

穂、

五
七
歳
時
(
一
六
一
二
、
彼
が
顔
真
郷
書
跡
を
臨
畳
一
関
し
た
際
の

款
記
で
、
彼
の
知
己
・
李
白
華
の
句
味
水
軒
目
詑
h

に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
後
に
、
前
後
の
文
章
と
干
支
・
署
名
が
除
か
れ
、
叢
其
一
間
関
撰

崎
容
台
別
集
』
(
ニ
ハ
三

O
序
初
期
)
巻
二
巻
頭
二
期
目
に
も
収
め
ら

(2) 

れ
た
。
輩
其
日
間
と
向
じ
松
江
の
張
泰
階
(
二
ハ
一
九
進
士
)
に
は
、

こ
れ
を
承
け
た
と
克
ら
れ
る
爵
論
が
あ
り
、
本
説
、
が
早
く
よ
り
注
関

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(4) 

清
代
に
は
司
容
ム
口
別
築
』
が
禁
級
審
と
さ
れ
る
も
の
の
、
清
・
鴻

班
(
二
ハ

O
二
i
一
六
七
一
、
禁
鍛
書
指
定
以
前
に
主
役
)
や
、
梁

轍
(
一
七
六
二
挙
人
)
も
向
様
の
説
を
説
い
て
い
る
。

②
普
人
尽
躍
、
唐
人
尽
法
。
宋
人
多
用
新
慈
、
自
以
為
過
一
緒
入
、

実
不
及
告
。
(
様
斑
『
鈍
吟
警
要
』
)

〔
詩
人
理
を
尽
く
し
、
磨
人
法
を
尽
く
す
窃
宋
人
多
く
新
意

を
用
い
、
自
ら
以
て
庸
人
に
過
ぐ
と
為
す
も
、
実
は
及
ば
ざ
る

な
り
。
)

(66) 



③
普
尚
畿
、

粘
』
)

〔
料
開
は
織
を
尚
び
、

は
態
を
尚
ぷ
。
〕

中
開
勇
次
郎
氏
、
杉
村
邦
彦
氏
は
、
③
梁
轍
説
が
元
代
に
一
一
一
一
口
一
及
し
て

「
態
」
と
い
う
評
認
を
充
て
た
こ
と
に
着
自
し
、
当
説
が
①
筆
一
党
ハ
島

(7) 

説
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
慰
問
紘
一
蓮
(
一
九

世
紀
)
ら
も
近
似
し
た
説
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

清
代
の
諸
説
が
議
其
鳥
を
被
と
し
て
ほ
ぼ
二
沌
的
に
展
開
問
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
各
時
代
の
書
法
の
特
徴
を
少
な

い
字
数
で
端
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
①
は
議
一
其
間
関
の
代
表

的
所
説
と
し
て
注
目
さ
れ
、
現
在
で
も
世
商
法
史
の
概
説
書
や
論
考
で

(8) 

は
有
効
な
論
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
輩
其
高
に
は
前
掲
①
の
ほ
か
に
も
時
代
ご
と
の
特
性
に

言
及
す
る
説
の
あ
る
こ
と
が
藤
原
有
仁
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

{9) 

る
が
、
近
年
の
論
考
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
近
似
し

た
説
は
麓
其
島
以
降
、
前
掲
梁
鰍
ら
以
外
に
も
晃
ら
れ
、
評
語
も
多

様
な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

更
に
、
董
其
間
四
四
五
歳
時
(
…
五
九
九
)
成
立
の
項
穆
墓
商
法
雅

一
一
一
一
ど
に
も
①
護
英
高
説
と
同
様
の
一
一
一
一
口
、
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
が
、
既
に
邸

「

ω)

按
中
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
管
見
で
は
宋
・
将
九
思
(
一
一

庸
尚
法
、

…
苅
明
尚
態
の

梁
轍

宋
尚
意
、

腐
は
法
を
尚
、
び
、

宋
は
意
を
尚
、
び
、

一
冗
明

も
近
似
し
た
一
説
(
後
掲
)
を
述
べ
て
お
り
、
こ

間
的
の
創
見
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

で
は
、
権
数
の
時
代
の
蛍
商
法
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
特
性
を
端

的
に
評
し
た
説
(
以
際
、
中
間
氏
に
従
い
「
時
代
性
説
」
と
称
す
}

に
着
目
し
、
中
田
氏
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
藤
代
の
所
説
に
つ
い
て

見
た
い
。
そ
し
て
以
下
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
時
代
性
説
の
諸

相
を
明
ら
か
に
し
、
各
説
の
影
響
関
係
の
有
無
な
ど
を
考
察
し
た
い
。

二
一
言
及
対
象
の
時
代

二
時
代
と
評
語
の
対
応

一
一
一
.
評
語
に
お
け
る
「
態
」
字
の
使
用

m
q
窟
代
書
法
に
対
す
る
評
価
の
観
点

そ
の
上
で
、
輩
其
高
説
の
み
が
有
名
と
な
り
、
認
め
ら
れ
て
い
る
閣
脱

出
に
つ
い
て
も
及
ん
で
み
た
い
。

の 九

O
i

(o7) 

一
一
言
及
対
象
の
時
代

前
述
の
通
り
、
梁
離
が
時
代
性
説
で
元
代
に
も
触
れ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
て
い
る
、
が
、
輩
箕
島
以
前
に
も
晋
、
属
、
宋
代
以
外
へ
の
一
一
言

及
は
多
い
。
管
見
で
法
将
九
思
(
一
二
九

O
i
二
一
一
四
一
一
一
)
四
一
議

時
(
一
三
一
一
一

O
)
の
一
一
一
一
向
、
が
時
代
性
説
で
最
も
早
く
、
か
つ
六
朝
に
も

言
及
し
て
い
る
。
本
項
で
は
こ
れ
を
含
め
、
数
件
確
認
し
た
い
。

③
晋
人
書
以
韻
度
勝
、
六
軒
人
以
卒
神
勝
。
詩
人
求
其
豊
神
市
不



故
以
筋
骨
勝
。
越
翰
林
中
年
寄
、
甚
有
六
朝
遺
意
。
此

「
品
開
ハ
庭
外
景
経
」
是
也

3

余
嘗
収
唐
人
一
助
鵠
「
外
景
経
へ
筋
骨

難
佳
、
英
一
去
真
跡
遠
失
。
反
不
若
越
公
是
喜
之
為
近
似
也
。

(
中
略
)
歪
隈
元
年
六
月
八
自
。
査
章
関
鑑
畳
一
間
博
士
栴
九
思
践
。

(U} 

(
北
京
・
故
宮
博
物
税
蔵
「
越
孟
頗
臨
賛
庭
経
」
抜
)

〔
普
人
の
警
は
韻
度
を
以
て
勝
れ
、
六
朝
人
は
宇
神
を
以
て
勝

る
。
唐
人
は
其
の
豊
神
を
求
む
れ
ど
も
得
ず
、
故
に
筋
骨
を
以

て
勝
る
。
越
翰
林
(
越
孟
娘
)
中
年
の
霊
閥
、
甚
だ
六
朝
の
遺
意

有
り
。
此
の
「
黄
庭
外
景
経
」
是
れ
な
り
。
余
嘗
て
庸
人
の
臨

す
る
所
の
「
外
景
経
」
を
収
む
る
に
、
筋
骨
佳
な
り
と
離
も
、

甚
だ
真
跡
を
去
る
こ
と
遠
し
。
反
っ
て
越
公
の
是
の
警
の
近
似

を
為
す
に
若
か
ざ
る
な
り
。
〕

蒼
一
蛙
ハ
問
問
説
①
の
如
く
各
時
代
を
二
子
で
評
し
て
い
な
い
が
、
三
代
を

政
列
し
て
い
る
点
や
、
そ
の
特
徴
を
間
字
数
で
…
析
し
て
い
る
点
は
近

似
す
る
。
こ
の
践
が
真
跡
な
ら
ば
、
時
代
性
説
は
明
代
よ
り
も
前
に

説
か
れ
た
と
兇
ら
れ
、
項
穆
、
輩
一
英
語
、
が
そ
の
視
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。

⑤
第
腐
緊
求
之
筋
力
軌
度
、
党
〈
過
世
厳
市
議
集
。
宋
賢
求
之
意
気

精
神
、
其
過
也
縦
民
間
時
実
。
一
応
賢
求
性
情
体
態
、
設
(
過
塩
混
而

(
M
M
)
 

柔
突
。
(
項
穆
明
書
法
雅
一
一
一
一
日
』
「
週
一
間
統
」
)

〔
第
だ
時
間
資
之
に
筋
力
軌
度
を
求
む
る
も
、
其
の
過
ぎ
た
る
や

厳
に
し
て
識
な
り
。
宋
賢
之
に
意
気
精
神
を
求
む
る
も
、
就
(

の
過
ぎ
た
る
や
縦
に
し
て
臨
時
な
り
。
一
冗
器
開
之
に
性
矯
体
態
を

求
む
る
も
、
其
の
過
ぎ
た
る
や
撮
に
し
て
柔
な
り
。
〕

項
穆
は
、
元
代
に
も
触
れ
て
い
る
。
二
子
で
評
L
て
い
な
い
も
の
の
、

重
視
し
た
要
素
を
「
筋
力
軌
度
」
「
意
気
精
神
」
「
性
情
体
態
」
の
よ

う
に
四
{
7
7

で
一
不
し
て
い
る
。

⑤
字
必
取
筋
間
{
向
。
自
「
認
楚
」
部
下
無
筋
、
自
「
石
鼓
」
荷
下
無

骨
。
独
秦
斯
能
議
筋
骨
於
皮
相
一
問
。
過
此
市
往
、
此
道
括
於
徒

隷
中
。
農
陽
沫
自
謂
謹
歪
老
夫
、
今
日
滞
在
、
必
生
塊
作
。

(
中
略
)
五
若
筋
警
在
学
力
功
夫
、
逸
鋒
在
意
興
去
就
。
麗
人

尚
功
、
晋
入
授
逸
。
白
此
而
往
、
不
可
求
其
端
保
会
。
(
越
露

光
明
寒
出
尻
町
F
(
ニ
ハ
一
一
二
初
一
札
制
)
)

〔
字
必
ず
筋
骨
を
取
る
。
「
認
楚
L

よ
り
部
下
筋
無
く
、
「
お
鼓
」

よ
り
部
下
骨
無
し
の
独
り
秦
斯
(
李
斯
)
の
み
能
く
筋
島
内
を
皮

相
の
間
関
に
蔵
す
。
此
を
過
ぎ
て
部
使
、
此
の
道
徒
隷
の
中
に

伝
う
。
協
同
の
(
李
)
揚
wm自
ら
直
筆
者
夫
と
謂
う
も
、
今
日
に

し
て
在
ら
ば
、
必
ず
塊
作
を
生
ぜ
ん
。
(
中
略
)
筋
骨
の
若
き

に
五
り
て
は
学
力
・
功
夫
に
在
り
、
逸
鋒
は
意
興
の
去
就
に
在

り
つ
協
同
人
功
を
尚
び
、
普
人
逸
る
に
任
す
。
此
よ
り
市
住
、

の
端
視
を
求
む
べ
か
ら

v

ざ
る
な
り
。
)

合
部
合
、
晋
人
六
朝
能
以
不
合
宿
合
。
薦
人
造
立

宋
以
下
尚
能
造
詣
於
法
。
一
児
期
擦
致
問
事
。
(
問

(68) 



上
)

〔

襟

人

の

書

合

す

る

を

期

せ

ず

し

て

合

し

、

能

く

合
せ
ざ
る
を
以
て
合
す
。
謄
人
許
多
の
法
度
を
造
笠
し
、
宋

以
下
尚
お
能
く
法
に
造
詣
す
。
元
財
ち
襟
致
用
事
す
。
〕

結
箆
光
(
一
五
一
h
九

i
一
六
二
五
)
は
叢
其
高
と
同
時
代
の
人
物
で

あ
る
の
⑤
⑦
と
、
①
龍
一
投
ハ
問
問
説
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
着
自
し

(
川
円
)

た
い
。
漢
、
六
朝
、
元
に
及
ん
で
い
る
ほ
か
、
「
認
楚
文
」
「
石
鼓

文
」
か
ら
時
代
性
説
を
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
『
築
学

指
南
』
等
を
執
筆
す
る
な
ど
、
在
文
字
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
と
児
ら
れ
る
。

輩
就
ハ
間
間
以
前
に
既
じ
皆
、
時
間
、
宋
以
外
に
も
一
言
及
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
が
、
以
降
も
同
様
の
一
一
一
一
口
が
躍
認
さ
れ
る
。
特
に
清
初

の
葉
一
長
症
は
、
裂
音
か
ら
当
代
の
書
跡
を
臨
模
し
て
円
滑
木
益
堂
粘
h

(
…
六
九
一
一
)
を
刻
し
、
そ
の
践
に
時
代
性
説
を
述
べ
漢
と
元
代
に

言
及
す
る
。

③
{
子
学
由
来
遠
実
。
漢
皆
得
自
然
之
体
、
莫
可
加
尚
。
農
工
脅
力
、

宋
元
明
尚
姿
態
。
(
中
略
)
康
熊
一
一
…
十
一
年
八
月
翌
日
っ
問
中

{
M山
}

後
学
葉
一
長
産
事
。

公
子
学
の
由
来
は
遠
し
。
漢
音
自
然
の
体
を
得
、
加
尚
う
べ
き

な
し
。
協
同
脅
力
に
工
み
、
宋
光
明
姿
態
を
尚
ぶ
。
〕

③
梁
鰍
説
の
「
態
」
ほ
ぼ
伺
義
と
見
ら
れ
る
「
姿
態
」
、
が
、
宋
、

一
児
、
朗
代
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
な
お
、
③
梁

轍
説
は
、
⑤
項
穆
説
が
元
代
に
対
し
て
「
求
性
情
体
態
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
項
穆
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
の
ま
た
、
③
は
路
間
代
に
一
「
法
」
を
充
て
て
お
ら
ず
、
①
筆
一
其

日
間
説
か
ら
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

葉
長
在
以
棒
、
徐
用
錫
や
翁
振
翼
(
後
掲
)
も
元
代
に
及
ん
で
お

り

、

こ

般

的

で

あ

っ

た

こ

と

が

確

認

さ

れ

る

。

時
代
と
評
語
の
対
応

前
掲
①
1
③
の
よ
う
に
各
時
代
に
対
し
一
個
別
一
の
評
認
を
充
て
る
説

が
あ
っ
た
一
方
、
別
の
藩
一
英
語
、
越
雷
光
説
な
ど
に
お
い
て
は
、
複

数
の
時
代
に
対
し
て
向
…
の
要
素
の
存
症
を
見
て
い
た
こ
と
が
縫
認

で
き
る
。
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

③
晋
宋
人
害
、
但
以
風
流
勝
。
不
為
無
法
、
部
妙
処
不
在
法
。
至

麿
入
、
始
専
以
法
為
銭
径
、
市
尽
態
極
極
発
。
(
蓋
一
其
田
府
内
磁

(
げ
)

禅
室
随
筆
』
巻
一
「
一
許
法
官
官
」
)

〔
普
宋
人
の
量
一
回
、
俄
だ
風
流
を
以
て
勝
る
。
法
無
し
と
為
さ
ず

ざ
る
も
、
妙
処
は
法
に
在
ら
ず
。
窟
人
に
歪
り
、
始
め
て
専
ら

法
を
以
て
援
後
を
為
し
、
態
を
尽
く
す
こ
と
極
々
た
り
。
〕

晋
、
劉
宋
に
は
「
韻
」
に
通
じ
る
「
風
流
」
を
、
薦
人
に
は
「
法
」

「
態
」
を
充
て
る
。
「
法
」
に
つ
い
て
は
音
、
劉
宋
、
唐
人
い
ず
れ
も
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が
街
す
る
と
同
ん
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
雷
、
劉
宋
人
の
「
妙
」
が

そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
藤
原
氏
は
「
尽
態
極
極
」

に
つ
い
て
、
そ
の
出
処
を
庸
・
杜
牧
「
何
一
房
宮
賦
」
の
コ
肌
一
容
、

尽
態
機
械
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
意
味
を
「
宮
女
が
あ
ら
ん
か
ぎ
り

の
し
な
を
つ
く
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
化
粧
を
す
る
こ
と
」
で
あ
る

(
山
川
}

と
い
う
。
字
形
の
美
し
さ
を
意
味
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

⑮
普
人
審
法
在
態
中
、
故
内
部
多
逸
り
麿
人
態
在
法
中
、
故
方
部

多
遇
。
宋
初
諸
人
娘
道
唐
矩
、
主
回
大
家
間
蔚
法
尽
変
、
党
為

(
川
間
)

傾
側
突
っ
(
越
踊
『
石
義
鍛
撃
』
(
二
ハ
一
八
自
序
)
)

〔
諸
人
の
書
法
は
態
中
に
在
り
、
故
に
内
に
し
て
多
く
逸
た
り
。

蔚
人
態
は
法
中
に
住
り
、
故
に
方
に
し
て
多
く
遁
た
り
の
宋

初
諸
人
繍
お
謄
矩
に
遵
う
も
、
四
大
家
に
奈
り
て
庸
法
尽
く

変
じ
、
克
に
傾
倒
を
為
せ
り
。
〕

越
脇
(
二
ハ

O
九
挙
人
)
は
、
明
一
七
翠
鱗
輩
h

序
で
…
一
一

O
余
年
か
け

て
訪
碑
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
説
と
①
輩
其
高
説

と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
見
て
お
き
た
い
つ
ま
ず
、
「
法
」

「
態
」
、
「
円
」
「
万
」
の
よ
う
に
対
を
な
す
語
が
用
い
ら
れ
、
欝
人
評

と
蔚
人
評
も
対
に
な
っ
て
い
る
の
こ
こ
で
の
「
態
」
は
、
「
法
レ
と

対
を
な
す
こ
と
や
、
「
内
」
(
丸
み
て
「
逸
」
(
拘
り
の
な
い
様
)
の

組
出
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
字
形
の
美
し
さ
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
昔
、
農
人
減
方
に

の
存
広

を
見
る
が
、
こ
れ
も
金
蔓
英
国
間
説
と
同
様
で
あ
る
。
宋
人
に
も
及
ぶ

が
、
古
法
伝
承
の
有
無
の
み
を
問
題
と
す
る
。

前
掲
の
趨
雷
光
に
も
同
様
の
説
、
が
克
ら
れ
る
た
め
、
確
認
し
た
い
。

③
普
人
法
護
不
露
圭
角
、
鉱
山
処
端
模
、
護
以
韻
勝
。
農
人
法
度
鰐

勝
一
吋
数
。
顔
有
顔
法
、
飲
有
欽
法
、
虞
有
虞
法
。
(
明
寒
山
帯

秋
以
』
)

(
晋
人
の
法
度
表
角
を
露
わ
さ
ず
。
処
と
し
て
端
摸
す
る
無
く
、

護
だ
績
を
以
て
勝
る
。
磨
人
の
法
捜
潜
暦
と

L
て
数
う
べ
し
。

顔
に
顔
法
有
り
、
歌
に
欧
法
有
り
、
虞
に
虞
法
寄
り
。
〕

⑫
晋
人
以
無
意
得
之
、
唐
入
以
有
意
得
之
、
宋
元
諸
人
有
意
不
能

得
。
今
之
書
家
無
意
求
、
亦
不
知
所
得
者
何
物
。
(
向
上
)

〔

曹

人

を

以

て

之

を

得

、

薦

人

意

有

る

を

以

て

之

を

得

、

意

有

れ

ど

も

得

る

能

わ

ず

。

今

の

書

家

求

む

亦
た
得
る
所
の
者
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
ず
。
)

不
学
習
字
無
韻
。
不
惟
無
鎖
、
立
断
十
日
入
血

良
妹
宗
支
家
数
。
議
普
無
法
、
農
無
韻
、
不

麿
綴
拘
於
法
。
能
異
隻
一
線
、

十
九
謬
妄
。
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る版
。
不
惟
無
法
、

の
み
な
ら
ず
、
良
つ
吉
人
の
血
脈
を
断
つ
。
惟

民

つ

の

家

数

に

隊

し

。



法
相
折
、
く
、
騎
韻
加
熱
し
と
謂
う
は
、
不
可
な
り
。
晋
法
は
韻
に

ぼ
ず

絞
れ
、
清
韻
は
法
に
拘
む
。
能
く
隻
限
を
奥
え
な
ば
、
政
ち
に

習
を
学
ぶ
も
可
な
り
。
隻
制
限
を
鼠
ハ
え
ず
し
て
塘
を
薄
く
し
(
う

と
ん
じ
)
替
に
趨
か
ば
、
十
に
九
は
謬
円
安
せ
ん
。
)

腐
人
に
対
し
て
は
、
@
「
法
度
」
、
⑫

J
F
と
い
う
共
通
し

た
要
素
に
藷
諒
し
て
そ
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
⑬
で
は
、

替
、
潜
入
双
方
に
「
韻
」
「
法
」
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
特
に

「
法
」
に
関
し
て
は
前
掲
⑨
叢
其
間
関
説
、
⑪
越
総
説
一
と
近
似
す
る
。

そ
の
た
め
、
越
詰
光
説
は
⑨
を
承
け
た
一
一
一
一
仰
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
⑤

に
お
い
て
時
間
代
に
「
功
一
」
、
及
び
「
功
夫
」
と
関
係
す
る
「
筋
力
」

を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
段
目
し
た
い
。
③
料
九
思
説
「
筋

骨
」
、
⑤
項
穆
説
「
筋
力
」
の
よ
う
に
輩
其
倍
以
前
の
藤
代
評
に
も

近
い
言
が
問
ん
ら
れ
る
こ
と
か
ら
蓋
英
高
の
み
か
ら
影
響
を
受
け
た

と
は
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑬
薦
人
用
法
謹
厳
、
普
人
用
法
議
、
躍
。
然
未
有
無
法
者
、
意
郎
是

法
。
(
鴻
班
『
鈍
吟
害
要
』
)

〔
藤
人
法
を
問
う
る
こ
と
謹
厳
に
し
て
、
晋
人
法
を
用
う
る

こ
と
議
穣
た
り
。
然
れ
ど
も
未
だ
法
無
き
者
有
ら
ず
、
意
郎
ち

開
設
れ
法
な
り
。
〕

⑬
晋
人
循
深
部
法
生
、
蔚
人
用
法
宿
意
出
、
宋
人
用
意
市
古
法
毘
(

(
向
上
)

時
間
人
法
を
用
い
て
議
出
で
、

宋

人

に

疲

り

。

〕

鴻
班
は
前
掲
②
の
よ
う
な
、
時
代
に
一
つ
の
評
議
を
充
て
る
説
も

述
べ
て
い
る
。
⑬
⑮
は
杉
村
氏
が
「
盟
事
法
・
意
は
、
晋
人
に
も
購

入
に
も
宋
人
に
も
あ
る
が
そ
の
現
れ
か
た
が
異
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
通
り
、
時
代
・
評
語
が
一
対
一
に
対
応
し
な
い
。

本
項
所
引
の
各
説
に
鑑
み
る
と
、
持
班
は
そ
れ
ら
を
承
け
て
当
説
を

述
べ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
時
代
性
に
つ
い
て
は
「
法
」
「
態
」
「
韻
」

な
ど
二
子
の
評
語
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
こ
れ
ら
の
要
素
の
程

度
や
現
れ
方
を
論
仇
す
る
と
い
う
比
較
的
複
雑
な
説
、
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
が
明
未
と
清
の
最
初
期
に
集
中
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ

と
と
、
一
元
来
③
如
何
九
思
説
の
よ
う
に
多
字
数
の
評
が
あ
っ
た
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
明
末
に
諸
要
素
を
二
子
へ
収
鮫
す
る
向
き
が
あ
り
、

そ
れ
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
説
、
が
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
①
輩
其
間
関
税
は
一
字
を
一
時
代
に
充
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は

髄
別
に
評
語
を
充
て
る
項
穆
ら
の
説
と
、
一
宇
の
評
語
を
使
用
す
る

越
路
ら
の
説
を
組
み
合
わ
せ
て
説
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

後
に
は
、
徐
用
錫
、
翁
振
翼
(
以
上
二
者
後
掲
)
、
梁
轍
、
局
星

(
お
)

蓮
ら
が
一
時
代
に
一
つ
の
評
語
を
充
て
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
②
詩
斑
説
を
収
録
し
た
明
書
法
正
伝
』
(
一
七

O
七
成
立
)

理

ぃ循
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の
刊
行
、
及
び
①
輩
箕
島
説
を
収
録
し
た
司
側
文
斎
書
留
諮
』
(
一

七
O
七
成
立
)
の
上
梓
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
持
説
の

存
在
が
念
頭
に
あ
る
た
め
に
間
種
の
許
諾
を
用
い
た
の
か
も
し
れ
な

》

L
Y

評
語
「
態
」
の
使
用

「
態
」
字
使
用
に
つ
い
て
も
、
梁
轍
独
自
の
説
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
訟
は
既
に
見
た
⑤
項
穆
説
(
「
体
態
」
)
、
⑫

越
崎
説
、
③
葉
長
在
説
(
「
姿
態
い
)
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
③
③

に
お
い
て
は
、
字
形
の
美
し
さ
を
示
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
前
述
の
通
り
⑮
越
焔
説
に
お
い
て
は
そ
の
意
味
と
異
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
仕
事
一
其
話
が
「
態
」
字
を
用
い
て
持
代

性
説
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
挙
げ
た
い
の

⑮
腐
人
詩
律
、
与
其
書
法
頗
似
。
皆
以
機
麓
為
、
玉
、
市
古
法
輪
遠

突
。
余
毎
調
、
「
山
間
書
無
問
、
麿
留
一
間
無
態
」
。
学
籍
乃
能
入
普
。

皆
詩
知
其
識
問
。
雌
向
一
見
亮
之
吉
淡
、
院
溺
宗
之
俊
爽
、
在
法
監
問

中
。
悲
際
鶴
市
河
以
一
覧
ハ
鉱
閉
喝
(
宙
禅
室
韓
首
巻
一
一
一
「
評
詩
」
)

〔
庸
人
の
詩
律
、
其
の
書
法
と
頗
る
似
た
り
つ
皆
穂
麗
を
以
て

主
と
為
す
も
、
吉
法
輪
や
速
し
。
余
停
に
讃
え
ら
く
、
「
習
指
衛

門
無
く
、
時
間
港
開
態
無
し
」
と
。
癒
を
学
ば
ば
乃
ち
能
く
藷
に

入
る
。
背
の
詩
其
の
警
の
如
し
っ
陶
一
沌
亮
(
陶
潜
)
の
古
淡
、

脱
出
桝
宗
(
院
籍
)
の
後
爽
と
躍
も
、
法
書
中
に
在
り
。
虞
(
世

南
)
、
橋
(
遂
良
)
の
当
た
る
べ
き
に
非
ざ
る
は
、
其
の
関
川
無

き

を

以

て

な

り

。

〕

勾

「
無
門
」
は
、
藤
原
氏
に
よ
れ
ば
「
老
荘
、
或
い
は
禅
的
概
念
。
例

え
ば
、
「
大
道
無
門
い
つ
ま
り
無
為
自
然
の
境
地
に
は
開
制
定
し
た
出

入
り
口
、
が
な
い
の
と
向
意
で
、
精
神
と
技
法
、
が
揮
ブ
と
な
っ
て
'
自
然

に
合
し
た
境
地
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
出
版
書
無
態
』
の
「
態
」

に
つ
い
て
は
、
「
技
法
だ
け
で
情
態
、
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」

と
し
て
い
る
つ

普
、
勝
代
の
み
を
対
比
し
た
説
で
は
あ
る
、
が
、
こ
こ
か
ら
時
代
性

説
で
用
い
ら
れ
る
一
許
諾
が
前
掲
①
の
「
韻
』
「
法
」
「
意
」
の
み
で
誌

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
態
」
に
つ
い
て
は
、
越
婚
と
問
じ
く
襲
其

高
も
唐
代
評
に
能
回
附
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
法
」

は
、
皆
、
劉
宋
人
と
、
磨
人
、
が
共
通
し
て
有
す
る
要
素
と
見
て
お
り
、

①
に
は
窺
え
な
い
見
解
が
確
認
さ
れ
る
。
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れ
て
い
る
が
、
①
葦
其
間
開
設
で
磨

が
規
範
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
考

る
。
越
磁
の
「
態
」
に
つ
い
て
も
、

と
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
当
税
同

て
よ
か
ろ
う
。
奨
し
い
字
姿
と
解
し
う
る
雨
明
穆
、

と
は
、
異
な
る
用
法
が
あ
っ
た
も
の
と



考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
態
」
の
充
て
ら
れ
て
い
る
時
代
に
注
目
す
る
と
、

各
議
開
論
で
異
な
っ
て
お
り
、
項
穆
は
一
兆
に
、
越
輸
は
湾
、
謄
に
、

就
(
問
問
は
蔚
に
、
葉
長
庄
は
ん
木
、
元
、
明
に
、
梁
轍
は
元
、
明
に
対
し

て
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
こ
の
葦
其
時
間
説
の
「
態
」
は
、
越

婚
を
除
く
他
書
論
と
は
影
響
関
係
、
が
薄
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四

唐
代
書
法
に
対
す
る
評
繊
の
観
点

董
就
(
出
向
は
蔚
代
に
対
し
て
「
法
い
を
充
て
て
お
り
、
②
鴻
斑
説
、

③
梁
鰍
説
の
「
法
」
一
池
山
使
用
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
⑮
越
踊
説
、
⑪
⑬
越
雷
光
説
で
は
、
督
、
唐
双
方
に

「
法
」
を
充
て
、
こ
れ
を
書
法
の
普
遍
的
要
素
と
見
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
議
箕
島
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

「
法
」
に
拘
泥
し
た
結
果
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
「
平
板
」
「
平
正
」
を
、

孫
承
沢
(
一
五
九
二

i
一
六
七
六
)
、
徐
用
錫
(
一
六
五
六

i
?
)、

翁
振
問
山
内
(
二
ハ
九
六
挙
人
一
)
が
説
い
て
い
る
。

。
措
法
一
全
詩
人
而
撃
。
庸
楢
失
之
板
、
宋
人
無
橋
。
部
呉
説
以
楢

名
、
亦
多
帯
行
。
惟
子
間
内
独
得
普
人
選
法
、
議
其
結
播
精
厳
豊

神
瀬
沼
。
(
孫
承
沢
♂
照
子
鈎
蔓
記
』
(
一
六
六

O
執
筆
)
巻
二

(
お
}

「
越
子
昂
書
拘
詩
小
樽
」
)

〔
措
法
一
全
り
で
は
聖
な
り
。
唐
構
之
を
板
に
失
し
、
宋

人

橋

無

し

。

備

を

以

て

名

あ

れ

ど

も

、

亦

た

多

く

行
を
帯
ぶ
。
惟
だ
子
昂
(
趨
孟
額
)
の
み
独
り
晋
人
の
選
法
を

得
た
り
。
議
し
奨
の
結
構
精
厳
に
し
て
豊
神
瀬
酒
た
り
。
〕

構
警
に
限
定
し
た
時
代
性
説
で
、
昔
、
薦
、
宋
に
言
及
し
、
出
府
機
に

つ
い
て
は
、
平
板
に
失
し
た
と
し
て
評
価
し
な
い
。
な
お
、
孫
承
沢

は
以
下
の
よ
う
に
輩
箕
島
の
一
一
一
拐
を
引
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

葦
一
玄
宰
誤
、
「
於
藤
橋
顔
飲
皆
曾
佑
錦
十
一
。
自
学
椀
誠
懸
、

(
削
此
)

方
嬬
用
筆
古
淡
処
」
。
(
向
上
書
巻
七
「
椀
公
権
小
指
護
命
経
」
)

(
輩
玄
宰
(
其
恩
)
謂
う
、
「
虞
(
世
南
)
、
補
(
遂
良
)
、
顔

(
真
卿
)
、
欧
(
陽
諦
)
に
お
い
て
皆
曾
ち
十
の
…
を
妨
併
す
。

柳
誠
懸
(
柳
公
権
〉
を
学
び
て
よ
り
、
方
に
用
筆
古
淡
の
処
を

悟
る
」
と
っ
〕

司
容
ム
口
別
集
』
巻
二
、
円
前
禅
家
髄
筆
』
巻
一
・
一
許
法
量
一
問
、
『
書
種
堂

続
帖
』
巻
…
「
臨
柳
公
権
情
綾
田
一
一
一
一
口
詩
」
践
の
い
ず
れ
か
を
過
限
し

て
い
た
と
向
ん
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
当
説
の
三
時
代
の
対
比
は
、

同
容
台
別
集
』
所
載
の
①
蓑
其
回
目
説
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

徐
用
錫
、
翁
振
翼
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

⑬
貌
晋
人
多
生
動
、
唐
人
多
平
正
。
宋
人
多
欝
張
、
一
冗
人
多
額
庸
。

凡
詩
文
字
学
要
深
淳
、
如
書
法
歪
元
明
便
甚
浅
薄
。
(
徐
用
錫

(
お
}

『
字
学
割
記
』
)

〔
貌
晋
人
多
く
生
動
に
し
て
、
蔵
人
多
く
平
正
た
り
。
宋
人
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多
く
器
張
に
し
て
、
元
人
多
く
額
唐
た
り
。
凡
そ
詩
文
字
学

は
深
一
厚
を
要
し
、
書
法
の
如
き
は
元
明
に
歪
り
て
便
ち
甚
だ
浅

薄
た
り
。
)

⑫
お
軍
書
、
「
遁
婚
」
ご
字
尽
之
。
選
別
未
有
不
婿
者
。
庸
人
極

平
庄
中
、
犠
存
此
態
。
宋
人
幾
子
失
之
。
五
越
松
零
避
難
趨
易
、

避
険
就
一
夷
、
避
生
就
熱
。
古
法
尽
突
。
(
翁
援
護
士
六
九
六

(
叫
山
}

挙
人
)
去
削
指
間
近
}
一
一
一
口
』
〕

〔
右
箪
(
王
義
之
)
の
車
問
、
「
一
道
嬬
」
の
二
字
之
に
尽
く
。
遁

に
し
て
別
ち
未
だ
煽
な
ら
ざ
る
者
有
ら
ず
。
清
人
平
正
を
機

む
る
中
に
、
猶
お
此
の
意
を
存
す
っ
宋
人
之
を
失
う
に
幾
し
。

越
松
雪
(
ウ
高
額
)
に
歪
り
雛
を
避
け
易
き
に
趨
り
、
険
を
避
け

夷
に
就
き
、
生
を
避
け
熟
に
就
く
。
十
日
法
尽
き
た
り
の
〕

一
方
、
感
代
書
法
を
④
利
九
患
説
「
筋
骨
」
、
⑤
項
穆
説
「
筋
力
へ

⑥
越
箆
光
説
「
筋
骨
」
、
③
築
長
主
説
「
骨
力
」
が
あ
る
と
評
し
、

そ
の
力
強
さ
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ
た

Q

こ
の
ほ
か
に
も
「
筋

多
」
「
力
」
を
充
て
た
説
が
あ
る
た
め
、
見
て
い
き
た
い
の
ま
ず
、

劉
献
廷
(
…
六
四
八

i
一
六
九
五
)
『
広
陽
雑
記
』
巻
四
に
収
め
ら

れ
る
、
萎
痕
英
(
一
六
二
八
一
i

一
六
九
九
)
の
時
代
性
説
を
挙
げ
た

}ν 

⑫
む
軍
之
寄
「
楽
毅
」
、
勤
筆
舗
多
、
出
椀
…
躍
不
乏
c

永
艇
(
「
破

(
明

U
)

邪
」
、
変
為
険
瞬
、
筋
多
肉
少
。
此
背
鰭
之
分
界
由
。

(
右
筆
(
王
義
之
)
の
「
楽
毅
」
を
書
す
る
に
、
動
筆
一
婦
に
多
く
、

椀
一
麗
乏
し
か
ら
ず
。
永
輿
(
虞
世
南
)
の
「
破
一
邪
」
、
変
じ
て

険
蛸
と
為
り
、
筋
多
く
肉
少
し
。
此
れ
苦
患
の
分
界
な
り
。
〕

「
楽
毅
論
」
「
破
邪
論
序
」
は
、
ど
ち
ら
も
穏
孟
務
~
(
不
詳
)
の
所
蔵

で
あ
り
、
こ
の
説
法
双
方
の
議
品
を
養
震
英
が
関
し
た
と
き
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
c

議
代
に
「
筋
」
の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
藩
一

其
田
倍
以
前
の
説
③
1
⑤
と
誌
、
ほ
同
様
の
晃
方
で
あ
る
と
考
え
ら
ね
、

藩
一
其
間
関
か
ら
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

な
お
、
彼
の
著
明
謀
関
題
抜
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
精
神
の
発

L
着
目
し
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

-
東
普
諸
襲
警
法
超
絶
吉
今
者
、
皆
出
神
明
独
妙
。
(
「
磁
楽
毅
論

題
後
」
)
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の
古
今
を
超
絶
す
る
者
、
皆
神
間
独
妙
怠

る
に
由
る
。
〕

・
唐
人
審
法
、
気
象
多
部
神
明
少
。
(
「
題
楽
毅
論
」
)

(
諮
問
人
の
護
法
、
気
象
多
く
し
て
神
明
少
な
し
J

こ
れ
ら
も
、
護
投
打
開
内
と
は
蕃
間
以
点
を
異
に
し
て
お
り
、
そ

な
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
っ

に
比
し
て
競

べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
市
熱
韻
趣
小
減
実
。



趣
英
、
深
於
少
師
、
韻
英
勝
於
東
域
。
一
寸
以
捕
麿
入
所
来
足
。

(
約
)

(
呉
徳
旋
『
初
月
楼
論
書
随
筆
』
)

(
購
入
の
器
開
法
厳
に
し
て
力
あ
り
、
果
然
と
し
て
議
趣
小
し
く

減
ぜ
り
。
予
謂
え
ら
く
、
二
王
(
主
義
之
、
王
献
之
)
以
後
、

趣
少
郎
(
楊
凝
式
)
よ
り
深
き
は
莫
く
、
韻
東
域
(
蘇
戦
)

よ
り
勝
る
る
は
莫
し
。
以
て
購
入
の
未
だ
足
ら
ざ
る
所
を
鵠
う

べ

し

。

〕

・

山
口
ハ
徳
旋
(
一
七
六
七

l
…
八
四
O
)
の
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
既
に

中
間
勇
次
郎
氏
が
一
言
及
し
て
い
る
が
、
「
(
①
輩
社
(
島
説
と

i
稿
者

詑
)
類
似
の
説
」
と
し
て
選
一
説
よ
り
や
や
離
れ
た
も
の
と
見
て
お
り
、

鴻
班
、
梁
轍
、
周
翠
蓮
説
の
後
に
取
り

k
げ
て
い
る
。

購
入
に
「
法
」
を
充
て
、
蘇
軟
に
「
韻
、
い
を
充
て
る
。
毘
よ
り
二

王
に
も
「
一
韻
」
を
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
①
筆
一
弦
(
問
問
説
か
ら
の
府
間

た
り
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
『
初
月
楼
論
番
随
筆
』
に
は
明
容

ム
口
別
築
』
か
『
踊
禅
室
随
筆
』
の
引
用
と
思
し
い
箇
所
、
が
向
ん
ら
れ
、

こ
の
説
が
輩
就
ハ
回
開
設
に
よ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
問
時
に
唐
代
を
「
力
」
と
評
し
、
そ
の
強
さ
に
言
及
す
る
こ
と

か
ら
護
其
農
の
み
に
従
っ
て
述
べ
た
説
と
は
思
わ
れ
な
い
。
特
に
⑤

項
穆
説
に
お
け
る
庸
代
評
「
筋
力
」
「
護
市
厳
」
と
近
く
、
項
穆
説

に
よ
っ
た
一
一
一
一
口
と
も
想
像
さ
れ
る
。

以
上
の
「
筋
力
」
「
筋
骨
」
「
力
」
諾
な
ど
は
力
強
さ
を
示
し
て
い

る
が
、
⑤
越
箆
光
説
が
「
功
夫
」
と
の
関
連
も
説
い
て
い
る
点
や
、

額
一
致
等
の
少
な
さ
を
説
か
れ
る
点
か
ら
、
一
所
謂
「
工
夫
」
の
姿
勢
・

行
為
を
合
意
し
た
も
の
と
も
受
け
取
れ
る
。
人
為
的
・
意
図
的
な

「
工
夫
」
は
、
一
殺
に
「
天
然
」
と
共
に
、
雄
代
書
論
で
は
審
法
に

(
初
)

必
須
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
漕
代
に
そ
れ
を
見
出
し
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
「
筋
骨
」
等
の
語
を
充
て
た
人
物
に
は
、
栴
九
態
、
項
穆
、

越
震
光
、
萎
笈
英
、
議
長
廷
が
あ
る
が
、
他
の
評
語
の
使
用
状
況
か

ら
も
蓋
其
高
説
の
影
響
を
蕗
接
受
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
間
約
末
ま
で
の
時
代
性
説
に
お
い
て
は
、
庸

代
に
人
為
的
'
意
悶
倒
的
な
?
工
夫
」
の
存
在
や
強
さ
を
晃
て
い
た
が
、

①
輩
其
間
開
設
「
掛
川
人
審
取
法
」
以
来
、
孫
承
、
沢
、
徐
用
錫
、
翁
援
翼

ら
の
よ
う
に
「
平
正
」
「
平
板
」
さ
の
み
を
見
出
す
額
向
が
強
く
な

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
見
方
は
讃
え
ず
、

萎
震
英
、
一
葉
長
主
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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五
董
其
自
由
説
伝
播
の
理
由

i
結
び
に
か
え
て

i

こ
こ
ま
で
ち
栴
九
思
か
ら
呉
徳
旋
に
到
る
一
一
一
一
人
の
警
の
時
代
性

説
を
見
て
き
た
。
①
葦
一
設
八
日
間
説
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
評
語
を
用

い
つ
つ
、
時
代
に
つ
い
て
も
幅
広
く
対
象
と
し
て
お
り
、
時
代
性
説

が
多
壊
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
評
諸
問
「
態
」



が
援
数
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
一
時
代

に
一
語
の
み
を
充
て
な
い
複
雑
な
説
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
確
認

で
き
た
。

以
上
を
総
括
す
る
と
、
の
時
代
性
説
は
あ
く
ま
で
歴
代
の

時
代
性
説
の
通
過
点
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
司
容
ム
口
別
集
』
等
の
刊
行
に
よ
り
畜
一
其
日
間
説
の
み
が
広
ま

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
は
一
一
一
一
口
え
、
な
ぜ
当
説
の
み
が
今
日
通
行
し
て

い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
明
末
情
最
初
期
に
行
わ
れ
た
と
克
ら
れ
る
、

書
法
の
嬰
素
に
対
す
る
「
韻
」
「
法
」
「
意
」
二
詩
へ
の
収
紋
の
ほ
か

に
、
以
下
の
迩
由
が
関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

議
英
高
以
前
の
議
論
に
お
い
て
は
、
と
述
の
よ
う
に
「
天
然
」

「
工
夫
」
を
対
比
し
双
方
の
作
用
を
必
須
と
す
る
説
が
あ
っ
た
っ
「
工

夫
」
は
、
「
天
然
」
と
の
対
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
法
制
射
性

を
重
視
し
た
も
の
で
、
そ
の
法
則
性
を
獲
得
す
る
た
め
の
意
図
性
を

も
包
含
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
一
大
然
」
「
工
夫
」
の
よ

う
な
少
な
い
区
分
で
は
、
後
数
時
代
の
護
法
の
特
性
を
端
的
に
言
い

表
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

④
約
九
忠
説
で
は
普
人
に
「
韻
度
」
を
、
六
朝
人
に
「
半
神
い
を

充
て
て
、
「
天
然
」
の
要
素
を
更
に
は
分
し
よ
う
と
し
た
と
見
ら
れ

る
の
し
か
し
、
い
ず
れ
も
審
者
の
精
神
の
発
露
に
関
わ
る
も
の
と
党

よ
う
な
明
解
さ
は
な
い
の
ま
た
、
法
射
性
を

ら
れ
、

示
す
「
法
」
と
、
字
形
も
し
く
は
情
態
を
示
す
「
態
」
を
対
比
さ
せ

る
説
も
あ
っ
た
。
双
方
と
も
「
工
夫
」
じ
関
わ
る
も
の
と
克
て
よ
か

ろ
う
。
⑤
項
謬
説
で
は
盛
岡
人
が
「
軌
度
」
を
、
元
人
が
「
体
態
」
を

求
め
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
字
形
の
良
さ
の
向
上
と
解
さ

れ
る
た
め
に
、
明
瞭
な
度
分
と
は
患
お
れ
な
い
。
@
越
婚
説
で
は
、

「
法
」
と
「
態
」
(
情
態
)
双
方
の
作
用
の
程
度
で
説
い
て
い
る
が
、

こ
れ
も
普
、
唐
二
代
し
か
説
け
ず
‘
ん
木
代
一
に
つ
い
て
は
古
法
の
伝
存

状
況
で
し
か
評
価
し
て
い
な
い
。
越
箆
光
誌
、
⑬
で
「
法
」
と
「
韻
」

語
に
よ
っ
て
晋
、
唐
代
を
評
す
る
が
、
三
時
代
以
上
に
言
及
す
る
⑫

で
は
、
意
図
性
や
意
思
を
指
す
と
克
ら
れ
る
よ
思
」
の
あ
り
方
に
ノ
よ

る
評
儲
の
み
に
な
っ
て
し
ま
い
、
法
射
性
と
意
図
性
の
区
別
、
が
関
ら

れ
て
い
な
い
。

①
輩
其
日
開
設
で
法
議
人
に
対
し
て
「
法
」
を
充
て
る
一
方
、
宋
代

に
鰐
人
の
意
図
を
包
含
す
る
「
意
」
を
充
て
て
い
る
つ
こ
れ
に
よ
り

療
代
に
つ
い
て
は
格
対
的
に
意
図
性
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、

「
工
夫
」
を
法
射
性
と
、
意
図
性
の
二
要
素
に
区
分
す
る
ニ
と
が
で

き
て
い
る
窃
そ
し
て
、
そ
の
明
解
さ
が
今
日
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

理
出
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
庸
代
、
特
に
初
勝
じ
は
移
一
斉
な
構
欝

遺
品
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
宋
代
に
多
様
で
鏑
性
的
な
行
革
審
遺
品

が
多
い
こ
と
も
、
こ
の
「
法
」
広
分
の
態
解
を
助
け
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
会
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本
稿
の
考
察
で
用
い
た
記
述
の
ほ
か
に
も
、
時
代
性
説
は
ま
だ
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
渉
猟
と
併
せ
て
、
各
金
一
塁
酬

に
お
け
る
在
人
評
を
精
査
し
、
時
代
別
加
害
法
観
の
展
開
を
晃
て
い
き

た
い
ο

注
(

]

〉

巻

凶

(

工

ハ

…

月

一

前

の

引

例

は

、

暦

友

祥

校
詑
司
味
水
軒
日
記
』
(
仁
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
六
)
に
よ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
底
本
を
最
初
の
引
用
に
て
注
で
示
し
、
以
降
は

示
さ
な
い
。

(
2
)
張
泰
踏
の
挙
人
時
期
と
霞
籍
は
、
謝
録
編
著
明
中
間
関
一
碩
学
著
作
考

録
』
(
と
海
書
留
出
版
社
、
…
九
九
八
)
に
よ
る
。

(
3
)
「
古
今
之
顧
、
清
人
尚
巧
、
北
宋
尚
法
、
南
宋
尚
体
、
元
人
尚
意
、

各
寄
随
時
不
向
、
然
以
一
沌
継
宋
、
足
称
後
勤
」
(
『
宝
絵
録
』
(
一
六

一
二
一
一
一
刊
本
現
存
)
「
雑
論
」
)
。

Am剣
撃

J
t盟
国
論
類
編
』
下
(
中

華
害
賠
香
港
分
局
、
一
九
七
三
)
に
よ
る
。
『
安
絵
録
』
刊
行
年
は
、

前
掲
注
2

『
中
間
商
学
著
作
考
録
』
に
よ
る
。

(4)
何
本
さ
え
『
清
代
禁
警
の
研
究
b

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

六
)
参
照
。

(
5
)
杉
村
邦
彦
訳
註
「
鈍
吟
害
要
」
(
中
間
努
次
郎
編
明
中
罰
議
開
論
大

v
E
第
一
二
督
、
二
玄
社
、
九
八
二
)
に
よ
る
。

(
6
)
慮

輔

聖

主

編

(

上

海

害

額

出

版

社

、

二
!
九
九
)
第

。
冊
に
よ
る
。

一
九
九

(
7
)
中
田
氏
の
時
代
性
」
(
中
田
氏
『
中
間
審
議
集
』
一
玄
社
、

一
九
七

O
)
に
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
梁
轍
に
つ
い
て
は
元
'

明
代
を
加
え
「
態
」
と
評
し
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
杉
村

氏
問
中
間
帯
論
史
概
説
』
(
審
学
大
系
研
究
編
第
四
巻
、
前
朋
舎
出

版
、
一
九
八
五
)
「
六
明
代
の
審
論
」
で
は
、
輩
其
高
説
、
が
「
清
朝

の
議
論
家
に
も
大
き
な
問
題
を
提
起
し
、
議
論
の
展
開
を
見
る
こ
と

に
な
る
」
と
述
べ
、
前
出
の
掲
班
・
梁
轍
ら
に
よ
り
「
い
っ
そ
う
深

い
考
察
が
加
え
ら
れ
、
よ
り
精
綴
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
評
す
る
。

(
8
)
例
え
ば
、
金
鰐
誠
・
王
丘
山
川
主
編
明
中
国
書
法
文
化
大
観
』
(
北

京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
)
第
二
編
「
千
秋
一
脈
」
の
各
章
題
沼

で
は
、
「
漢
人
尚
気
」
「
貌
晋
尚
額
」
な
ど
と
あ
る
。
大
野
修
作
「
宋

…
一
一
家
「
尚
意
論
ヒ
(
石
川
九
楊
一
繍
『
警
の
宇
宙
h

一
問
、
二
玄
社
、

一
九
九
八
)
等
の
論
考
で
は
、
宋
人
が
よ
思
」
を
重
ん
じ
た
と
認
め

て
い
る
。

(
9
)
藤
原
民
「
葉
箕
島
の
書
と
書
論
」
(
古
原
宏
伸
一
編
明
治
癒
其
患
の
書

蹄
h

研
究
編
、
二
玄
社
、
一
九
八
一
)
。

(
印
)
門
書
法
雅
一
世
一
口
』
以
降
、
「
時
代
を
、
王
語
と
す
る
こ
と
が
審
議
に
よ
く

あ
る
匂
裂
と
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
郎
氏
明
書
法
的
形
態
与
問

釈
』
(
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
三
)
第
二
一
一
篇
。
河
内
利
治
明
書
閥
法

美
学
の
研
究
』
(
汲
吉
富
田
説
、
二

O
O問
)
付
章
所
載
の
翻
訳
に
よ
る
。

(
日
)
『
中
間
古
代
書
密
密
閉
』
第
一
九
冊
(
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
)

に
よ
る
。
栴
九
患
鍛
を
含
む
…
五
件
の
按
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
現

症
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
本
紙
の
越
書
は
徐
邦

達
『
吉
書
留
楊
詑
考
弁
h

下
巻
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
)
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が
真
跡
と
認
め
て
い
る
の
明
・
期
間
開
(
一
回

O
一
i
i

一
回
八
七
)
に

よ
る
一
四
七
九
年
の
践
以
後
、
清
・
顧
文
彬
『
過
雲
楼
書
廼
記
』

(
…
八
八
二
自
序
)
巻
二
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
の
逓
伝
が
一
切
不
明

と
い
う
不
自
然
な
点
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
般
の
書
鼠
や
内
容
(
鑑

喜
博
士
在
職
期
間
等
)
か
ら
は
偽
筆
で
あ
る
根
拠
は
窺
え
な
い
。

(
ロ
〕
前
掲
一
任
6

司
中
間
書
前
全
書
』
第
四
m
怖
に
よ
る
。

(
日
)
前
抱
一
段
6

『
中
図
書
臨
ん
弘
政
問
』
第
四
冊
に
よ
る
。

(M)
全
閣
漢
籍
デ
!
夕
べ
!
ス
協
議
会
「
漢
籍
デ

i
夕
べ
!
ス
」

E
S
H
¥
¥一志コ'一一
-
N
一コ

7
5・5
d
g
t
c・2
・
」
ち
¥
片
言
語
玄
に
よ
る
と
、
問
問
脅

を
収
め
た
コ
副
文
一
長
護
』
は
、
こ
の
年
に
上
梓
さ
れ
た
男
越
均
小
宛

常
刊
本
が
最
も
古
い
と
見
ら
れ
る
。

(
日
)
既
に
前
掲
技
7
杉
村
氏
著
警
に
お
い
て
、
明
謀
、
山
帯
談
b

に
時
代

性
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
ち
言
及
し
た
時
代
や
、

越
雷
光
以
外
の
所
説
と
の
関
連
を
説
い
て
い
な
い
。

(
M
W
)

得
競
一
縮
『
撤
収
帖
話
』
問
(
中
華
護
局
香
港
分
局
、
一
九
八
六
)
に

ト
か
す

9
0

(
げ
)
藤
原
有
仁
氏
訳
控
「
一
制
禅
室
随
筆
」
(
中
田
勇
次
郎
編
町
中
間
地

論
大
系
』
第
一

O
巻
、
‘
…
玄
社
、
一
九
九
九
)
に
よ
る
。

(
時
)
向
上
藤
原
氏
訳
誌
の
注
に
よ
る
。

(
四
)
明
文
淵
開
閉
療
全
課
』
(
台
湾
海
務
印
番
館
、
一
九
八
一
コ
1

八
六
)

第
六
八
三
間
に
よ
る
。

(
却
)
「
鵠
班
と
『
鈍
吟
者
要
』
」
(
中
間
一
弱
次
郎
先
生
憎

行
会
…
繍
明
東
洋
装
林
論
議
』
平
凡
社
、
一
九
八
十
な
て

(
幻
〉
期
間
部
一
運
(
生
卒
年
不
詳
)
に
は
吋
臨
地
管
見
』
(

八
六
八
自
序
)

が
あ
り
、
以
下
の
時
代
性
説
が
克
ら
れ
る
ι

4

「
蕃
人
取
額
、
麗
人
取

誌
、
宋
入
取
意
。
皆
知
之
。
吾
讃
、
警
告
官
知
他
、
唐
書
館
翠
、
宋
書

如
豪
傑
。
学
害
者
以
此
分
門
別
一
戸
、
藷
筆
時
脊
宗
旨
」
(
足
立
豊
訳

注
「
蕗
池
管
見
」
、
中
国
勇
次
郎
一
編
『
中
国
書
論
大
系
』
第
一
一
間
巻
、

二
玄
社
、
一
九
八
六
に
よ
る
て
な
お
、
「
晋
人
叡
韻
(
中
略
V

比四知

之
」
の
一
一
一
一
口
よ
号
、
①
董
其
島
説
に
よ
っ
て
述
べ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
「
鎮
い
が
「
他
」
に
対
応
す
る
な
ど
、
理
論
が
そ
の
ま

ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

(
忽
)
在
汝
捧
引
刊
本
(
和
刻
本
)
に
よ
る
。

(
お
)
前
揚
詑
8
3
'思
議
開
留
一
全
書
』
第
七
冊
に
よ
る
。

(
鈍
)
向
上
場
…
聞
に
よ
る
。

(
お
)
援
額
平
選
編
点
校
明
明
清
書
法
論
文
選
h

上
(
上
海
書
局
、

九
回
)
に
よ
る

(
お
)
向
上
欝
に
よ
る
。

(
幻
)
華
人
徳
主
編
時
歴
代
筆

九
九
六
)
に
よ
る

c

(
部
)
前
掲
投

6
3
1思
議
轡
A

(
お
)
萩
憶
雄
訳
読
「
初
月
楼

系
』
第
一

mm
巻
)
に
よ
る
。

(
却
〉
例
え
ば
、
績
…
絹
菩

九
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(
江
蘇
教
育
出
版
社
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
筑
披
大
学
的
問
腕
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
)


